
         「すばるべぇす」活用の手引き 

                                              おおさわ学園三鷹市立大沢台小学校 

 

１ 「すばるべぇす」とは  

本校に今年度から設置したすばるべぇすは、不登校児童への支援に特化したものです。不

登校になる児童にはそれぞれの背景や理由があります。無気力や不安、生活リズムの乱れ、

人間関係のトラブル、学業へのプレッシャー、家庭環境の影響など千差万別です。 

一方で多くの児童に共通しているのが、やる気や自信の源になる自己有用感の低下です。 

さらに、不登校の状態が長期化すると学習や人間関係への不安がさらに増し、「本当は学校

に行かなくてはいけないのに」との思いから余計に足が遠退くといった悪い循環に陥って

しまいます。 

すばるべぇすでは、学習への不安解消、教室には行けなくても、学びの場の保証を目的に

した支援を通して、自己選択・自己決定・成功体験を積み、自信の回復、将来的な教室復帰

を目指すための場所ということでスタートしました。まずは、不登校に悩む児童・保護者に

とって将来的に教室に向かうための「止まり木」と考えています。以上を踏まえ、すばるべ

ぇすは、次の目的をもって児童を支援します。 

 

 

 

２ 「すばるべぇす」の目的  

将来的な教室復帰のために必要な自信、自己肯定感、自己有用感を身に付ける。そのた

めに、  

〇挨拶、姿勢、集中、間違い直し、片付けなどの習慣を身に付け、自己選択・自己 

決定、成功体験を積ませ、認めることで自己肯定感・自己有用感を高める。 

〇困ったときの援助要請、対処の仕方を身に付けさせ、不安の解消を図る。 

〇当該学年以前のつまずきに対応し、学習の土台づくりやスモールステップによ   

  る繰り返しの学習により達成感を味わわせる。 

〇ＩＣＴ機器を活用しながら学習意欲を高め、プリント学習により定着を図る。 

 



３ 対象となる児童  

〇基本的には、病気または経済的理由以外で年間３０日以上の欠席（見込み）児童で、

現在もその状態が続いている児童 

〇本人、保護者ともに「学校に行きたい」という気持ちや目的がある。 

〇ほかの子や教職員とやりとりができる。 

〇自学自習ができる。 

〇保護者がすばるべぇすの目的等を理解している。 

本校では、上記のようにすぐに改善に結びつかなくとも、担任を窓口に校内支援教

室担当教員や校内支援教室支援員、校内支援委員会が中心となり他機関と連携しな

がら、児童、保護者に支援に当たっています。ご相談は、随時受け付けております。

まずは、担任とご相談ください。 

 

４ 「すばるべぇす」とはこんなところ  

すばるべぇすでは、一人ひとりの状況に応じた支援を基本にしています。学校で短時間で

も過ごすことから始め、本人の気持ちや考えに寄り添いながら、過ごし方を決定していきま

す。支援員や担任の協力も得て、自主学習の支援や教室参加への働きかけを行います。それ

によって、「学校が楽しくなった。」「授業を受けたい。」「教室へ行ってみたい。」など気持ち

の変化があれば、本人の抵抗感の少ないところから教室復帰を促します。授業や行事への参

加は本人と相談しながらスモールステップで行います。やることを自分で考えて、自分で選

び、自分で決めることは、将来的に自立への道につながります。 

主な支援内容  

〇 学習習慣を身に付けさせる。  

・自習教材の提供と支援員による支援、見守り等 

〇 心理的なケア  

・必要に応じたスクールカウンセラー（SC）による面接実施 

・すばるべぇす支援員による個別相談の実施等 

〇 その他の支援  

・朝は、一日のスケジュールをたてます。帰りは、生活をふりかえるようにし

ています。 

      ・三者（家庭、担任、支援員）のスケジュール表の共有、連携 


